
DARPA RAM プログラム 

サイバー空間と実空間との一体化・融合化 

•見るー２つの高解像度カメラで人の顔を追尾、写真の撮影、ビデオ会話ができる 
•聞くー全方向性マイクと音声認識で、部屋のどこにいてもJiboと話すことができる 
•学ぶー人工知能アルゴリズムで、ユーザの好みを学習 
•助けるーユーザの仕事を予測し、日常のタスクを支援する 
•話すーハンズフリーのリマインダー機能が、やるべきことを教えてくれる 
•交わるー社交的・感情的な動作によって、より深いコミュニケーションができる 

Dr. Cynthia Breazeal @MIT  

第1段階として脳の記憶メカニズム
を解明し、そのモデルをコンピュータ
上に再現。 
第2段階では記憶機能を回復する
埋込み型デバイスを実際に開発。 
2013年、オバマ政権はこのプロ
ジェクトに、毎年３億ドルの研究費
を10年間支援すると発表。 

ソーシャルロボット：Jibo 
クラウドファンディングサイト「indiegogo」で 
募集期間60日（2014年7月16日‐9月14日） 
目標額100,000 ドルに対し$2,287,110USD
（2,287％）を達成 @$499USD 
Wi‐FiやBluetoothのネットワーク機能も対応し、iPhone
やAndroid端末などと連係 

ディープラーニング 
人間の頭脳を構成する無数の神経細胞のメカニズムを、従
来よりも正確に模倣した新種のニューラルネットワーク技術 
様々な分析・予測・認識処理のコンペティションでDeep 
Learningを取り入れたチームが連戦連勝。2012年のコン
ピュータによる物体認識の精度を競う国際コンテスト
「ILSVRC（ImageNet Large Scale Visual 
Recognition Challenge）」により注目される。物体認
識を初め音声認識、自然言語解析、医薬品候補の探索
に活用される。 
2013年以降、Google、 Facebook、 百度、Yahoo
などの大手IT企業の投資＆買収が本格化 
活用例） 
Apple 音声アシスタント「Siri」 
あなたの言葉とその 
言葉の意味を理解します 

・AI、Deep Learningなど2012年ごろから人工知能技術の商業化への実装に向けた投資の増加 

出典：indiegogo 

出典：DARPA 

出典：Apple 
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